
若年層に対する性暴力の防止・啓発動画の作成について（案） 

 

１．テーマ 

 令和４年４月に実施する「若年層に対する性暴力防止月間」において作成した広報動画等、

従来男女共同参画局が作成した啓発物は、性暴力の手口の周知等はあったものの、それらは

「被害者にならない」ための情報であり、そもそもの原因である加害者を生まないという視

点が欠けているという御意見があったところ。それらを踏まえ身体的な性暴力をはじめと

して、言葉による性暴力や SNS を使用した性暴力等、身近でありながらも本人の自覚がなく

とも性暴力の加害者になる可能性がある行為を具体的に例示する。 

 また、若年層は被害にあった際に保護者や公的機関ではなく友人等に相談する傾向があ

ると考えられることから、友人等から相談された際の適切な対応及び相談窓口を合わせて

周知することが必要。 

 

２．対象 

 対象は若年層（16～24 歳）及び保護者とする。 

加害者になり得る行為を自ら理解する必要がある年代である高校生年代・大学生年代に向

けた内容、またそれ未満の年代を含めた子供と接する保護者等の大人が子供に対して啓発

する際の助けとなる内容とする。 

 

３．広報手段 

SNS 等を通じて直接目にすることができる又は保護者と共に学びを深めることができる

ような啓発を行う。 

 

４．動画に含む内容 ➡ 別紙 

  

５．今後の検討事項 

・取り扱うトピック、（トピックに応じた）動画の本数の検討 

・ユースへの依頼内容の検討 

・広告に関して業者発注 

 

 



性暴力の加害者・被害者・傍観者ならないために 動画 (案) 

 

＜動画の対象・狙い＞ 

性暴力とは何かに焦点を当て、加害者・被害者・傍観者にならないことを訴え

る。同時に、自らの性暴力被害を認識できていない人には気づきを促し、ワンス

トップ支援センターや Cure time に相談してもらえるよう周知する。 

＜検討の視点の例＞ 

・ 上記を踏まえ、この動画では下記の項目をカバーすることとしてはどうか。 

・ 性暴力に知識・関心のない層にも見てもらったり、たくさんの人にシェアし

てもらったりするには、どんな動画の内容、構成及び長さとすればよいか。 等 

 

１ 性暴力とは？ 

・性暴力とは、あなたが望まない性的な行為のことです。 

 

２ 性暴力の手口が巧妙になっています。 

・また、性暴力は、体への暴力だけではありません。相手が嫌がっているのに、性的な言葉

を言ったり、体を触ったり、見せつけたりするなど、性的な言葉や行動で人を傷つけること

も性暴力になります。 

・もし、あなたが、相手が嫌がっているのに、性的な言葉を言ったりしたならば、それは性

暴力になります。 

・なりすました相手から、言葉巧みに誘導され、自分の裸の画像を送信させられたり、SNS

で知り合った相手に誘い出され、わいせつな行為をされたりする、SNS を利用した性被害が

起きています。 

・高収入のアルバイトに応募したら、聞いていない性的な行為の撮影をされた、など、性暴

力の手口が巧妙になっています。 

 

３ 自分がイヤだと思うことはしなくていい。 

・もし、あなたが性的な行為をされてイヤだと思ったら、「イヤだ。」とはっきり断る勇気を

持ちましょう。 

・恋人だから、相手の言うことに必ず従わなければならない訳ではありません。 

・また、恋人からイヤだと言われた場合は、相手の「イヤ」という気持ちを尊重しましょう。 

・いいか、イヤかわからない時は相手の気持ちを確認しましょう。 

 

４ 男性は被害に遭わないということはありません。 

・性暴力の被害者は女性だという思い込みはありませんか。 

・性暴力は性別に関わらず被害に遭います。 



５ 意外と性暴力は身近にあるかも知れません。 

・今までは気がつかなかったけど、もしかしたら、あれは、性暴力被害だったのかも、と思

うこともあるかも知れません。 

・性暴力の被害にあったかも・・・と思う場合は、＃８８９１でワンストップ支援センター

に御相談ください。 

・また、自分には性暴力なんて関係ないと思っている方も、自分が加害者にならないために、 

自分の何気ない行為が、性暴力として相手を傷つけてしまう可能性があるということに留

意する必要があります。 

・そして、友達から、性暴力被害について相談された場合には、友人はあなたを信頼して相

談してくれたのですから、決して、傍観者にならずに、友達の話をよく聞いて、相談窓口な

どを教えてあげてください。 

 

６ 相談先(ワンストップ支援センター、Cure time）   

・性犯罪や性暴力の被害にあった方の相談先として、全都道府県に性犯罪・性暴力被害者の

ためのワンストップ支援センターが設置されています。 

・性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターでは、緊急避妊薬の処方や性感

染症検査、証拠採取などの医療的支援、相談・カウンセリングなどの心理的支援、警察への

同行支援、弁護士など専門家を紹介する法的支援などを行います。 

・性暴力の被害にあったかも・・・と思う場合は、＃８８９１でワンストップ支援センター

に御相談ください。 

・チャットでも相談できます。性暴力に関するＳＮＳ相談 Cure time に相談してください。 

・プライバシーに配慮し、秘密は厳守します。安心してご相談ください。 


